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ギャロン地域のカムチベット語・丹巴県蒲角頂 [Rongbrag]方言
の音声分析と語彙

鈴 木 博 之 ∗

Khams Tibetan Rongbrag [Zhanggu] dialect: phonetic analysis with a wordlist

Hiroyuki Suzuki

中国四川省西部にある丹巴県は，チベット文化圏のギャロンと呼ばれる地域

に属するが，同地で話されるチベット語方言についてはあまり知られていない。

本稿では，未記述の方言である章谷鎮蒲角頂村で話される Rongbrag方言の音声

分析を行い，基礎語彙（約 1100語）を提供する。音声分析は超分節音（声調），

母音，子音に分けて行い，またチベット文語形式と比較してどのような音対応

を見せるかを考察する。

Danba County, in a part of the Tibetan cultural area known as rGyalrong,

is located in the west of Sichuan, China, and several previously undescribed

Tibetan dialects are spoken there. This article analyses phonetic aspects of

Rongbrag Tibetan, one of those undescribed dialects, and provides a wordlist

(ca. 1100 words). The phonetic analysis includes suprasegmentals (tones),

vowels, and consonants, as well as an analysis of correspondences with Writ-

ten Tibetan, in order to consider the sound changes that have taken place in

Rongbrag Tibetan.

∗ 日本学術振興会特別研究員，国立民族学博物館外来研究員

Key Words : Tibetan, Khams, rGyalrong, dialectology, phonetics
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1 はじめに

チベット語はチベット・ビルマ諸語の中で最も広い地域で話される言語で，方言差

異が非常に大きい。その方言調査は中国国内に分布するものをとって考えてみれば，

大規模な調査が行われ多くの研究がある。しかし，チベット語方言の多様性に対して，

十分な数の地点において調査が行われたかといえば，決してそうであるということは

できない。たとえば，格桑居冕・格桑央京 (2002: 72)ではカムチベット語は方言差異

の激しいものであると述べているが，実際具体的にどの程度の，またどのような差異

が存在するのかについては，十分に把握されているわけではない。いくつかの代表地

点の形式しか知られていないのである。

本稿で記述するチベット語方言は，カムチベット語の中でも特異な特徴をもつ「二

十四村方言群」に属する一種である。言語学的な記述研究が非常に少なく，その詳し

い状況は最近になるまでほとんど不明であった。この方言群は調査によって音声・語

彙の面で内部分岐が激しいものであることが判明した。本稿では，これまでに記述さ

れたことのない方言を取り上げ，その音声分析を行い，末尾に語彙（約 1100語）を提

示する。

1.1 概況

二十四村方言は，四川省西部の甘孜藏族自治州丹巴県で話されるカムチベット語に

属する方言で，その中で独立の下位方言を形成していると考えられる（鈴木 2006b）。
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丹巴県は四川省の西部，古来より多くの民族が行き交った地域である「川西民族走

廊」のほぼ中央部に位置し，「ギャロン」と呼ばれる地域の精神的な中心地である。川

西民族走廊には多くの少数民族が居住しており，現在居住する主な民族はチベット族・

羌族・彝族である。この地域はまた，チベット文化圏とそれ以外の文化圏との境界を

なしており，ギャロンはチベット文化圏の東端の一部を占めている。この地域では，

近年の研究によって多くの新種の言語が発見され，これらの言語群は総称として川西

走廊諸語と呼ばれている（ただしチベット語と彝語を除く）。丹巴県の文化的背景は楊

嘉銘 (2004)が詳しい。

丹巴県の言語事情は非常に複雑である。本稿で扱う方言の所属は確かにチベット語

と考えてよいが，母語話者はギャロンを自称する。ギャロンという呼称は定義が一定

しておらず，歴史的背景を踏まえた地域をさすものが通用していることが多い（楊嘉

銘 2005）。問題なのは，ギャロンというアイデンティティーを持つ人々がチベット族

に属し，その多数がチベット語とは異なる言語であるギャロン語を母語とすることで

ある。ところが，ギャロンの人々の中にはギャロン語とは別の言語を母語とする（漢

語は除く）人々もいて，丹巴県西部革什扎河流域ではゲシツァ語を，同県南東部大渡

河流域では本稿で扱うチベット語を母語とする。これらの地域の人々もまたギャロン

を自称する。ギャロン語は，県北部巴底郷や県東部太平橋郷などで用いられている言

語である。現在では，ギャロン語やゲシツァ語はチベット・ビルマ系の言語ではある

が，チベット語とは別語支に属していると理解されている。しかしながら，互いの系

統関係については未だ定説がなく，地域的観点から川西走廊諸語とまとめられる。

二十四村方言は，徐君 (2001)によると章谷鎮，中路郷，水子郷，岳扎郷，梭坡郷，格

宗郷などで話されている。筆者の調査では，さらに格宗郷から交通路のある小金県潘

安郷のチベット語方言も，二十四村方言の一種であることを聞いた。このチベット語

分布地域は，言語分布の観点から見て，東側にギャロン語，北側及び西側にゲシツァ

語，南側にグイチョン語それぞれの分布地域と接しており，チベット語方言としては

孤立して分布しているように見える。かつては，丹巴県の東，小金県の南に位置する

地域（現在の雅安市宝興県）にも，二十四村方言に酷似した特徴をもつ方言が話され

ていたことが，約 250年前に作成された《西番譯語》〈川六〉（《木坪譯語》）という文献

から分かるが（鈴木 2007d; 2007e），同地では現在もはや話されていない。丹巴県内で

も，章谷鎮，水子郷，岳扎郷などでは，主要交通路のある近辺ではすでに使用言語が

漢語にとって代わられ，チベット語は標高の高い位置にある村で話されているにとど

まる。また，若年層ではチベット語の十分な運用能力を保持している割合が低く，近
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い将来この地域におけるチベット語方言の消滅が危惧される。

1.2 先行研究

丹巴県には複数の少数言語が分布し，その文脈のもとで劉輝強 (2001)や林俊華 (2006)

が丹巴県のカムチベット語である二十四村方言を紹介している。後者には二十四村方

言について方言差異と具体例の記載があるが，この記述と《丹巴県誌》(1996)の記述は

あまり変わるところがない。これらの言及で注意する必要があるのは，丹巴県に分布

する言語の中のチベット語という位置づけで書かれているという点である。したがっ

て，チベット語の方言上の特質が明らかにされているわけではない。一方で，多くの

チベット語方言に触れる金鵬編 (1983)や瞿靄堂 (1991)，格桑居冕・格桑央京 (2002)な

どでは，丹巴県の方言について言及がない。張済川 (1993: 305)には瞿靄堂の意見とし

て丹巴方言がカムチベット語の東部方言群に分類されると紹介しているが，具体例は

ない。また，中国のチベット語方言の調査地点を整理する Zhang (1996)には丹巴の名

称は含まれていない。

二十四村方言の言語学的研究は，筆者による梭坡 [Sogpho]方言（Suzuki 2005;鈴

木 2005b; 2006a; 2007a: 122–127; 2007b: 375–390; 2007g），中路 [sProsnang]方言（鈴木

2007a: 116–126; 2007b: 359–374; 2007f），格宗 [dGudzong]方言（鈴木 2007a: 128–133;

2007b: 391–413）のものがある。筆者は二十四村方言の下位分類として大渡河を中心に

東西に分かれるとする（鈴木 2006b）。ただし，各郷で特に音声面に際立った異なりが

確認でき，他の方言群と比べた場合，必ずしも下位分類の中でまとまった特徴を示す

わけではない。以上の 3方言を対照的に取り扱った研究（鈴木 2007c）が，そのこと

を示している。この音声面の多様性に対し二十四村方言が 1つの下位方言を形成する

のは，この方言群の中で文法的特徴を共有しているからであると考えられるが，未だ

十分な研究はなされていない。

本稿で扱うのは，章谷鎮蒲角頂村で話される章谷 [Rongbrag]方言で，地理的には大

渡河をはさんで梭坡郷の真向かいに位置する村で話されるものである。

1.3 Rongbrag方言の資料

本稿で扱う Rongbrag方言の資料は，筆者が 2007年 8月に丹巴県梭坡郷で行った現

地調査で収集したものである。調査協力者はノム [Nor-bu]さん（女性，章谷鎮蒲角頂

村出身）で，調査には Sogpho方言話者のダワ・ドマ [Zla-ba sGrol-ma]さんが同席し，

適宜調査に関する助言を得た。
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2 Rongbrag方言の音体系

ここではまず Rongbrag方言の音体系全体について，超分節音，母音，子音，音節構

造の順に紹介する。

超分節音

4種の声調が認められる。声調は語単位にかかる。

：高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：上昇下降

母音

ほとんどの母音について，長短および鼻母音/非鼻母音の対立が存在する。

i 0 W u

e @ 8 o

　 E 　 O 2

　　 a A

子音

子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門

閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無声無気 p t ú k P

有声 b d ã g

破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC

有声 dz dý

摩擦音 無声有気 Fh sh ùh Ch xh

無声無気 F, f s ù x h

有声 z ü ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r

無声 l
˚

r
˚

半母音 有声 w j
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音節構造

音節構造は，鈴木 (2005a)を参照して以下のように記述できる。

CCiGVCC

このうち Ci（主子音）と V（音節核の母音）が必須である。

3 超分節音

Rongbrag方言で弁別的な超分節音素は，ピッチの高低による声調の対立で，高平調，

上昇調，下降調，上昇下降調の 4種の型に分かれる。それらは語単位でかかる。

声調の音声学的な弁別特徴は，語頭および語末におけるピッチの高低である。ただ

し，3音節以上の語では，2音節末のピッチが声調の弁別特徴を担い，3音節目以降は

固有のピッチを担わず，低く平らになる傾向にある。

以下に，1～3音節語の声調の具体的な現れを示す。[ ] 内には各音節の分節音を Sで

代表し，その右肩に調値を 5段階で表示する。

高平 上昇 下降 上昇下降

1音節語 hú@ ´m@ `shO ˆmi:

[S55] [S13] [S52] [S132]

「雲」 「人」 「土」 「火」

2音節語 Hlo HwO ´ts@ rW `she: wO ˆla hxhO:

[S55S55] [S13S44] [S55S53] [S24S53]

「肺」 「真珠」 「雹」 「山」

3音節語 ts@ ka ra ´N̊kha őẼ hkW `̊Na őẼ hkW

[S55S55S22] [S24S55S22] [S55S52S22]

「のこぎり」 「一昨日」 「一昨昨日」

以上に示した調値は，初頭子音によって若干異なりが現れるが，弁別的ではない。

声調は型が弁別的に作用すると考えられる。
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4 母音

母音には長短および鼻母音/非鼻母音の区別が確認され，弁別的である。以下では非

鼻母音，鼻母音と分けて記述する。

4.1 非鼻母音

各母音の音価は表記に示されるものに代表されるが，/a/は [a]よりやや後ろよりに

なり，/W/は中舌狭母音 [1] に近い音で実現されることもある。短母音/O/は語末にある

場合，出わたりに調音点が広くなり [OA] と実現されることがしばしば観察される。

以下に母音の長短に着目して具体例を掲げる。

通常母音例　　　　　　 長母音例

i ˆői mÕ 太陽 ˆmi: 火

e ´mbe 存在する `she: wO 雹

E ´rE bO お下げ ˆïãE: 米

a hta phu おす馬 `hsha: 金

A ˆő̊tChA kÃ 氷 phA: mu めすぶた

O `shO 土 húO: 髪

2 tCh2 hkÃ チーズ ´p2: チベット人

o ´ùo wO 帽子 ´lE: ão: zW ひっつかむ

u Ngu 頭 üu: 搾る

W tChW 川 ˆdW: r@ 顔

0 N̊ã d0 青い ˆl0: 綿羊

@ ˆr@ 山 hp@: 羊毛

8 `tChW tsh8P 時間 ´hts8: 騒ぎ立てる

4.2 鼻母音

以下に母音の長短に着目して具体例を掲げる。なお，/0/の鼻母音は確認されておら

ず，/e,2, @, 8/の鼻母音かつ長母音も確認されていない。
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鼻母音例　　　　　　 長母音例

i `HNı̃ 銀 `̊őı̃: 心臓

e ˆùẽ 畑

E ´N̊kha őẼ hkW おととい hkõ l
˚
Ẽ: くるぶし

a `n˚tshã n@ 夜 `htCã: 小便

A ˆlÃ 道 `n
˚

Ã: 鼻

O HmÕ 傷 ˆs̃O: 鉄なべ

2 sh2̃ tCu 30

o ´púõ ke 胸 ˆhúõ: 砂糖

u `pA m
˚

ũ ひざ ´b2 Hgũ: 燃え尽きる

W ´htsW̃ mbO 村

0

@ ptsh@̃ 外側

8 `sha N8̃ 種

5 子音

子音は，初頭子音について単子音および子音連続に分けて具体例を挙げつつ考察する。

末子音については，/P, w, j/などに限られ，複数存在する例には/wP, jP/がある。

5.1 単子音

単子音の具体例は，可能な限り 2例ずつ挙げる。

5.1.1 閉鎖音・破擦音

Rongbrag方言は，声門閉鎖音/P/を除いて，各調音点に有気，無気，有声の 3系列を

有する。

そり舌閉鎖音/úh, ú, ã/の実際の音価には，特に有気音については閉鎖とともに微弱な

摩擦の要素も含み，たとえば [úùh]のようになって破擦のように聞こえる場合があるが，

これは歯茎や前部硬口蓋の破擦性とは明らかに異なっている。破擦音とする音素の音

声実態には，十分な摩擦音成分が含まれており，[ts]や [tťC] のように表せるが，そり

舌音については [úù] と書き表すには摩擦音成分が弱い。
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歯茎破擦音/ts, tsh, dz/は，それぞれ [ts, tsh, dz]のほか，ときどき舌端歯裏破擦音 [t”s”,

t”s”h, d”z”] で実現されることがある。

例語 語義 例語 語義

ph phAP ぶた ´phA Ho 火薬

p `pA m
˚

ũ ひざ ´pO 牛

b bO: m@ 身ごもる ´rE bO お下げ

th thuP 昇る ˆtha lOw 松

t ´tÃ: 熊 ´ta mu ズボン

d ´d@ ýi 1つの ´de: lO: しかる

úh úhı̃ ht8̃ 苗 ´úhAP HgW 鷹

ú úOwP 6 ´úW 船

ã `htC@ ãOwP 16 ´ãO ボタン

kh ˆkha wO 雪 ´khA: m@ 苦い

k ka ùã 脊椎 ´ke: 壁

g ´ge: tshE: n@ 石屋 ˆgeHgã 教師

P ´Pa hku 父 ´Pa Hma 母

tsh `tshO 塩 ´tsha wo 甥

ts ts@ ka ra のこぎり ´tso wO ねずみ

dz ´lA Hgo `dzaj 抱擁する pha: dz@ カササギ

tCh `tChW 水 ´tCha: m@ 大きい

tC ´tCe thje カーテン ˆtCa 茶

dý ´dýa: xÃ 靴 ´dýW tsh@P スープ

5.1.2 摩擦音

Rongbrag方言は歯茎，そり舌，軟口蓋の摩擦音に有気，無気，有声の 3系列を有す

る。前部硬口蓋摩擦音は有気，有声の 2系列が，両唇摩擦音は有気，無気の 2系列が，

声門摩擦音は無声，有声の 2系列が存在する。さらに唇歯音/f/もある。

/h/は単独では確認されず，/F/は 1例のみ確認される。/Fh, Ch, ,/は語中でのみ現れ

る。/f/は漢語からの借用語を除いては，1例しか確認されていない。/F/は有気音 [Fh]

を許容しないため，/Fh/と異なるものとして扱う。
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例語 語義 例語 語義

Fh tCa Fhũ 柏 ´tCa Fhũ 茶の木

F FaP hpa: 払い戻す

f `fa mũ 悪魔

sh `shu 歯 ´sha xhõ 宿屋

s sa: wO 低い ˆsi: bO 露

z ´pja zeP ぶたの餌 ˆk@ zu: 水がめ

ùh `ùhO 肉 ùhow m@ 薄い

ù ùã ùã まっすぐな ´ùo wO 帽子

ü ´üOwP ふもと ´Pa üõ 母方の兄弟

Ch tsha ChW 汗 ˆmej ChW 涙

ý ´ýe: z@ 酔う ´ýa: かさが増す

xh ´xhı̃ ndz@ dW きつつき ´sha xhõ 宿屋

x `xÃ 靴屋 xe: dýoP 唐辛子

, ˆji ,i 文字 ùho ,W 紙

h

H ´HuP bO ふくろう `tho Ha 雷

5.1.3 共鳴音

Rongbrag方言の共鳴音は，半母音を除いて有声と無声の 2系列が存在する。

/r, r
˚
/の実際の音価には，代表的なものとして [õ, R, ô; õ̊, R

˚
] など複数あるが，摩擦音成

分 [ü, ù] は含まない。摩擦音音素/ü, ù/と対立するためであろう。

例語 語義 例語 語義

m `mW Nã: 蚊 ˆmi: 火

m
˚

`m
˚

ã 薬 `m
˚

ı̃ HO あざ

n `nÃ 天 ´nA: bu 黒い

n
˚

`n
˚

Ã: 鼻 ùhı̃ n
˚

Õ 幹

ő ˆőÕ 魚 ˆőo wO 親戚

ő̊ `̊őı̃: 心臓 `̊őW mÕ 竹

N Nu: 炒める ´NO 私

N̊ N̊ẽ Hdýi 枕 N̊ã d0 青い
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l ´lã 歌う ˆlÃ 道

l
˚

l
˚
O 神 l

˚
aP l

˚
aP ゆるい

r ˆrW hpO 骨 ˆr@ 尾根

r
˚

ˆr
˚
oP tChi 朝 hkõ r

˚
ã 裸足

w ´wo dwOP にんにく ˆwo tCho 角（つの）

j ´jA: もっている ˆji ,i 文字

5.2 子音連続

ここでは，Rongbrag方言における子音連続を主子音 Ci に先行する要素によって大ま

かに分類して述べ，ついでわたり音 Gを含むもの，および 3子音連続について述べる。

子音連続にかかわる分析方法の詳細は鈴木 (2005a)を参照。

5.2.1 前鼻音

前鼻音は，閉鎖音・破擦音の有声音，無声有気音に先行する。基本的に鼻音部分と

後続子音の調音点，有声性が一致するが，その中で調音点が一致しない例が 1例確認

されている。以下に有声音，無声有気音の順に分けて例を挙げる。

有声音に先行する場合

mb : ˆmbW lW̃　虫
nd : nda　暗唱する
ïã : ˆïão　小麦
Ng : ´NgA:　鴨
ndz : ˆndzW gi:　指
ődý : ˆődýO　虹
nl : ´nli : htCÃ　蒸し器
mã : `mãi:　鬼

無声有気音に先行する場合

m
˚ph : m

˚pha: m@　飛ぶ
n
˚th : n

˚thu: m@　高い
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ï̊úh : `ï̊úhej pO　胆嚢
N̊kh : N̊khE: mÕ　腎臓
n
˚tsh : n

˚tshe pO　脾臓
ő̊tCh : `ő̊tChu hkW　口

5.2.2 前気音

前気音は，その有声性が後続子音と一致する。

hp : `hpõ　草地
ht : `htO　馬
hú : húA:　怖がる
hk : hkÃ　乾く
hts : htsõ m@　清潔な
htC : `htCeP　 1

hsh : `hsha:　金
hs : ˆhs̃A　かわうそ
hùh : ´ïãA hùhi:　カメムシ
hù : ˆhùe:　ほとばしる
hl
˚

: hl
˚
ã　打つ

Hb : ´Hbo: ma　狂人
Hd : ´Hdahpe　爪
Hã : ˆHãi:　蛇
Hg : ˆHgo m̃A　卵
Hdz : ´Hdzõ　学ぶ
Hdý : Hdýa　ほとばしる
Hz : ´Hzi:　まじめな
Hü : ˆHüÃ　他の人
Hm : HmÕ　傷口
Hn : `Hnõ bO　肩
Hő : Hőa: m@　軍人
HN : HNa htCu　 50
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Hl : Hla hpã　活仏
Hw : ´Hwa ői ő@　あなたたち 2人
Hj : `Hja: khOP　春

5.2.3 先行子音が口腔内調音子音（声門閉鎖含む）

先行子音が声門閉鎖含む口腔内調音子音となる例は複数のタイプがある。先行子音

が両唇音となるものが比較的多いほかは，少数例にのみ確認され例外的とみなせるが，

音声学的に明確に確認されるため掲げておく。

先行子音が両唇音のもの

púh : ´púh@P m@　知り合い
pú : ´púu ő̊tChÃ m@　踊り
ptsh : ´ptsha: bW leP　蝶
pts : ´ptsW:　鶏
ptCh : ´ptChe: ba　鳥
bd : ˆd@ bda　石
wg : `wgu r@　分家する
wz : wzW　する
wü : ´wüA Hüo:　忘れる
wr : ´wrã:　客

先行子音が歯茎音のもの

stsh : `stshã:　屁
dn : `dna: m@　読む

先行子音が声門閉鎖音のもの

ĳj : ĳji no bO　主人
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5.2.4 わたり音を含むもの

わたり音には wと j が存在する。

/w/を含むもの

úhw : ´őa úhwı̃　ネックレス

gw : ´gwaHe ődýo He　めちゃくちゃの

tChw : Hgõ tChwe　四肢障害者

xw : ´xA xwo: m@　しゃっくりする

,w : ´m@ `tCõ ,w@　独身

Nw : ´se: `xhõ NwaP n
˚

a　消化する

lw : ˆpA lwa　ヨーグルト

rw : ´ndza la rwa　午前

/j/を含むもの

pj : ´pja zeP　ぶたの餌

bj : ˆjAw bjAw　いつか

thj : ´tCe thje　カーテン

gj : ´gje: m@　結ぶ

nj : ´Hdýe nje:　小腸

lj : ´ljaj tshaj　腕

5.2.5 3子音連続

Rongbrag方言でもっとも複雑な初頭子音の形式である。

húw : ´Pa húwi:　猿
ïãw : ˆïãwe:　米
pkw : pkwoP　むく
hkw : hkw@　はぐ
Ngw : ˆNgwa ma　はげた
ptshw : ptshweP　血
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Hdýw : Hdýwa:　漢族
hùw : ´hùwaP tCha bE:　話す
mbj : ´mbja roP　庭
n
˚thj : n

˚thje: m@　寒い
hl
˚
j : hl

˚
jaP　はやぶさ

6 蔵文と口語形式の対応関係

チベット語諸方言はチベット語文語形式（以下「蔵文」と書く）との対応関係を明

瞭に得ることができる場合が多く，蔵文との音対応を考察することも重要な作業であ

る。この考察は通時的な議論につながるが，ここでは本格的な通時的考察を行うので

はなく，方言の特徴づけを行うためのいくつかの指標に基づいた対応関係を提示する。

丹巴県のカムチベット語は，特異な蔵文との音対応を見せることが判明していて，

すでに鈴木 (2007c)の対照研究がある。そこで注目される点について，Rongbrag方言

ではどのようになっているのか，以下で考察する。

6.1 初頭子音

6.1.1 閉鎖・破擦・摩擦音の有声性

Rongbrag方言では，閉鎖・破擦音および摩擦音について，蔵文で基字に先行する子

音がない有声音字 g, j, d, b, dz, zh, zは，それぞれの調音点の無声無気音に対応する。た

とえば，´pO「めす牛」(ba)，´tÃ:「熊」(dom)，´ùo wO「帽子」(zhwa ba)，´so: m@「深い」

(zab)などである。

また，これらの文字に足字がある場合も同じくの無声無気音に対応する。たとえば，

´tso wO「ねずみ」(byi ba)，´úA: phuP「洞穴」(brag phug)，´ú@ dýı̃「ナイフ」(gri chung)な

どである。

以上の蔵文有声音字に先行子音（頭字，前接字）が存在するとき，Rongbrag方言で

は有声音で現れる。たとえば，´HgÃ:「箱」(sgam)，`Hdũ mO「丸太」(sdong mo)， Hdýwa:

「漢族」(rgya)，´Hãõ nAP「ハエ」(sbrang nag)などのようである。

これらの対応関係はほぼ二十四村方言に共通して見られる。
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6.1.2 蔵文 sh, zh対応形式

Rongbrag方言では，基本的にそり舌摩擦音が対応する。たとえば，̀ùhẽj「薪」(shing)，

`hùwo n@「肉屋」(bshan pa)， Hüe: őı̃「しあさって」(gzhis nyin)，´Paüõ「母方のおじ」(a

zhang)などのようである。

この対応関係はいずれの二十四村方言にも見られるが，体系的に見られる方言（sPro-

snang方言，dGudzong方言）とそうでない方言（Sogpho方言）に分かれる。

6.1.3 蔵文 Py対応形式

蔵文 Pyは，p, ph, bに足字 yを伴う形式を含む形式についていう。

Rongbrag方言では，基本的に歯茎破擦音が対応し，しばしば初頭に両唇閉鎖音を伴

う。たとえば， baptshe「開ける」(phye)，´ptsW:「鶏」(bya)，´Hdzõ「学ぶ」(sbyang)な

どのようである。

以上の対応から，蔵文 Pyの対応形式は，もともと歯茎破擦音である蔵文 ts/tsh/dzの

対応形式と合流しているといえる。

この対応関係は二十四村方言に共通して見られ，かつ同方言を特徴づける最も際立

つ対応関係である。

6.1.4 蔵文 Ky 対応形式

蔵文 Ky は，k, kh, gに足字 yを伴う形式を含む全ての対応形式についていう。

Rongbrag方言では，基本的に前部硬口蓋破擦音が対応する。たとえば，`tCh@「犬」

(khyi)，´HdýaP「8」(brgyad)， htC@ z@「幸せな」(skyid)などのようである。

以上の対応から，蔵文 Pyの対応形式は，もともと前部硬口蓋破擦音である蔵文 c/ch/j

の対応形式と合流しているといえる。

この対応関係はいずれの二十四村方言にも見られるが，Sogpho方言や dGudzong方

言には硬口蓋閉鎖音に対応する例もあって異なりがある。

6.1.5 蔵文足字 r対応形式

蔵文足字 rを含む形式には，Pr (=pr, phr, brを含む形式)，Kr (=kr, khr, grを含む形式)，

tr, drなど閉鎖音を含むもののほか，srなどもある。

Rongbrag方言では，蔵文 srを除いて基本的にそり舌閉鎖音が対応する。また，蔵

文 Prの対応形式には最初頭に両唇音が現れることがあり，これは蔵文に見える両唇
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音要素の反映であると考えられる。たとえば，´púho: m@「細い」(phra)，`ï̊úhW「産む」

(’khrung)， úOwP「6」(drug)などのようである。

蔵文 srは基本的に気音を伴う歯茎摩擦音が対応する。たとえば，`sha m̃O「豆」(sran

ma)，`hsõ「両」(srang)などのようである。

この対応関係は sProsnang方言を除く諸方言に共通である。sProsnang方言について

は，鈴木 (2007f)を参照。

6.1.6 前鼻音を含む子音連続

Rongbrag方言の前鼻音を含む子音連続は，前鼻音要素に後続する子音に無声有気音

と有声音がある。この口語形式は蔵文との対応関係とうまく一致する点が多い。前鼻

音要素と後続する子音は，調音点，有声性についてほぼ一致する。たとえば， n
˚tshu

「池」(mtsho)， Ngu「頭」(mgo)，´púu ő̊tChÃ m@「踊り」(bro ’cham)などのようである。

例外と考えられるものに`mãi:「鬼」(’dre)がある。調音点が一致しない点に問題があ

るが，来源は不明である。

この対応関係は二十四村方言に共通して見られる。

6.2 母音および母音＋末子音

基本的な対応関係は以下のように示すことができる。ただし，蔵文再添後字 sは口

語形式に明確な対応関係を得られないため，以下の表では省略する。また，いくつか

の対応形式は不明であるため，空白にしてある。

V\C # / ’ b d g m n ng r l s

a O Ow aP AP / eP Ã ã Õ / õ a: / A: E: EP

i @ eP õ ı̃ ı̃ / ẽ e:

u W / u WP W / OP Õ W̃ ũ / õ a: i:

e i eP eP ã ı̃ 2: i: e:

o u / 2 2P oP Ã ã / 8̃ õ u 8: / e:

蔵文との対応関係は一対一になるとは限らない点が二十四村方言の特徴といえる。

基本的な傾向として，末子音が閉鎖音の場合は声門閉鎖音，鼻音の場合は鼻母音化，

それ以外は長母音化が生じている。

55



国立民族学博物館研究報告 33巻 1号

母音の音価に注目すると，開音節の場合，蔵文の母音は Rongbrag方言でほぼすべて

音質が変わっている点が特徴的である。蔵文で末子音をもつ場合でも，それに対応す

る口語形式で母音の音価が多く変わることが多い。

これらの傾向は，基本的に二十四村方言に共通するが，蔵文で末子音をもつ場合の

母音の音質の変化の傾向が方言によって差が大きい。

6.3 蔵文と一致しない口語形式

各種チベット語方言には，蔵文と一致しない口語形式が少なからずある。この要素

もまた方言を特徴づけるものとなり，二十四村方言について鈴木 (2007c: 242–245)に

簡単にまとめられている。

まず，蔵文と一致しない口語形式には 2種類に大別でき，1つは蔵文に近いが細か

い点で規則的な対応を見せていないもの，もう 1つは語としてまったく異なる形式を

とるものである。

前者の例としては，たとえば hú@「雲」(sprin)は蔵文の末尾鼻音が口語形式で反映さ

れていない。逆にˆőÕ「魚」(nya)では蔵文で末尾鼻音を伴わないのに口語形式で鼻母音

が現れている点に注目できる。また，`mãi:「鬼」(’dre)では初頭の両唇鼻音が来源不明

である。「雲」と「魚」の例は，二十四村方言全体を通して同様の口語形式を示してい

る（鈴木 2007c: 242–243）点も興味深い。

後者の例としては，前節に掲げた語例の中にも多数見出すことができる。たとえば，

特殊な子音連続を見せる´wrã:「客」，`stshã:「屁」， ĳji no bO「主人」などは，いずれも

蔵文とうまく対応する語を見出せない。ほかにも，´nÕ hka「明日」や`Ngo rW:「青禾果」

などは二十四村方言全体を通して近似した口語形式を用い，いずれも蔵文と直接的に

対応する形式ではない。

これらの特異に見える要素は，Rongbrag方言をはじめ二十四村方言において共有さ

れる点も多いが，独自のものもある点で多様であるといえる。

7 まとめ

本稿では，未記述のチベット語方言である Rongbrag方言の音声分析を行った。ま

た，蔵文と対照することを通じて，同方言の音対応の特徴を明らかにした。

鈴木 (2007c)が述べるように，二十四村方言は音声面を取ってみても他のカムチベッ
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ト語とは多くの点で異なる特徴を備えている方言であって，また二十四村方言の内部

でさえも大きな差異が見られる。このため，できる限り細かい地点の方言資料を収集，

分析する必要性がある。また，当該方言の話者が減少しつつある状況から，早急に調

査し記録する必要性も指摘できるだろう。

二十四村方言間の比較やそのカムチベット語全体から見た位置づけは極めて興味深

い課題であり，稿を改めて行うことにする。

付　　　記

筆者による現地調査については，平成 16–19年度文部科学省科学研究費補助金基盤研究 (S)「チ

ベット文化圏における言語基層の解明」（研究代表者：長野泰彦，課題番号 16102001）および平

成 19年度日本学術振興会科学研究費補助金（特別研究員奨励費）「川西民族走廊・チベット文化

圏における少数民族言語の方言調査と地域言語学的研究」の援助を受けている。
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分類語彙

配列は華侃編 (2002)に準拠し，名詞，数詞，代名詞，形容詞，動詞の順で，名詞は

意味によって小区分を設けた。

天文地理

天　　　`nÃ

太陽　　ˆői mÕ

光　　　 shõ

月　　　`nda wO

星　　　`hka HmÕ

雲　　　 hú@

雷　　　`tho Ha

風　　　`Hlũ ma

雨　　　ˆtCha bO

虹　　　ˆődýO

雪　　　ˆkha wO

雹　　　`she: wO

霜　　　 l
˚
E: b@

露　　　ˆsi: bO

氷　　　ˆő̊tChA kÃ

火　　　ˆmi:

煙　　　´t@ phu: H@

電気　　`shõ shõ

空気　　 HlÕ mbO

地　　　`shO

山　　　ˆla hxhO:

尾根　　ˆr@

谷　　　´r@ pa:

がけ　　ˆr@

洞窟　　´la hxhu: ke ´r@ puP

洞穴　　´úA: phuP

川　　　 tChW / hts̃A tCW

池　　　 n
˚tshu

溝　　　´jo: wO

井戸　　´tChW roP

道　　　ˆlÃ

土　　　`shO

畑　　　ˆùẽ

乾燥地　ˆr@ HwO

石　　　ˆHd@ bda

砂　　　ˆpts@ mÕ

埃　　　`shO

泥　　　`shO

水　　　`tChW

森　　　´őaP

草地　　`hpõ

鉱石　　ˆd@ bda

金　　　`hsha:

銀　　　`HNı̃

銅　　　ˆs̃O ma

鉄　　　`htCAP

ダイヤ　´pa lu:

さび　　`na: hsu:

59



国立民族学博物館研究報告 33巻 1号

炭　　　`she: wO

ラサ　　 l
˚
a sh@

村　　　´htsW̃ mbO

橋　　　´ts̃A mbO

故郷　　 ő̊ı̃ nÕ shO

人体

体　　　ˆlW hpu:

頭　　　 Ngu

髪　　　 húO:

お下げ　´rE bO / ´htCaP tshe

額　　　ˆthAP pO

眉毛　　´mej hpW

睫毛　　´mej hpW

目　　　 Hmej

鼻　　　`n
˚

Ã:

鼻の穴　 n
˚

a bu:

耳　　　 Hna tChwo

顔　　　ˆdW: r@

ほほ　　 khaP ph@̃

口　　　`ő̊tChu hkW

唇　　　`ő̊tChu hpa

あごひげ　 kha hpW

あご　　´mã: ke

首　　　 Hna: ni

肩　　　`Hnõ bO

背　　　´gE HdýW

脇　　　 tshAP ùhW

胸　　　´púõ ke

腹　　　`hto HwO

へそ　　`hta ge

腰　　　ˆkhe: mÕ

尻　　　´rõ mbOP

太もも　 hkW bO

ひざ　　`pA m
˚

ũ

下腿　　`hkõ tshaj

足　　　 hkW bO

くるぶし　 hkõ l
˚
Ẽ:

腕　　　´ljaj tshaj

手　　　´lE bO

指　　　ˆndzW gi:

手のひら　´lE: hpa

親指　　`n˚tha bu

中指　　´ndzW gi ´hpa: k@

小指　　´wa ze:

爪　　　´sha: mũ

拳　　　 kW dzW

皮膚　　 ùha ndOP

しわ　　 htsW mbW

あざ　　`m
˚

ı̃ HO

傷　　　 HmÕ

傷口　　 HmÕ

白癬　　´po: sheP

肌　　　`ùha tsho tsho / ´tsa: le

血　　　 ptshweP

筋肉　　´dýu hpO

脳　　　´HlaP pO
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骨　　　ˆrW hpO

脊椎　　 ka ùã

骨髄　　´rW jOP

歯　　　`shu

犬歯　　 xã shu

舌　　　`htCi:

喉　　　`hkwo mÕ

喉仏　　ˆlAP thõ

肺　　　 Hlo HwO

心臓　　`̊őı̃:

肝臓　　`ő̊tCh@̃ mbO

脾臓　　 n
˚tshe pO

腎臓　　 N̊khE: mÕ

胆嚢　　`ï̊úhej pO

胃　　　´nẽ Hge:

腸　　　ˆHdýe m̃O

大腸　　 gwa,aP / ´Hdýe ,aP

小腸　　´Hdýe nje:

大便　　`hts@ ba

小便　　`htCã:

屁　　　`stshã:

汗　　　 tsha ChW

痰　　　´tChW tshoP

つば　　´tChW tshoP

鼻水　　 n
˚

Õ htCa

涙　　　ˆmej ChW

声　　　`hkaP

死体　　´ru

命　　　 so:

人物

人　　　´m@

人民　　´m@

チベット人　´p2:

漢族　　 Hdýwa:

半漢半蔵　ˆHdýa ma: `tsh@

外国人　ˆwaj kweHdýO

大人　　ˆm@ Hga:

子供　　´m@ tChõ

赤ん坊　´ùha n
˚

Õ

老人　　´Hga: bu

老婦人　´Hge: mu Hga:

男　　　´m@

女　　　´m@ ri:

少年　　´m@ üã

少女　　´m@ üã úhiP

公務員　 kõ tswo wa

商人　　 htõ htsõ zo

医者　　`m
˚

ã m@

農民　　´lE hkOw bO

軍人　　 Hőa: m@

大工　　 ùhı̃ wzu mẽ

鍛冶屋　`htCAP Hdũ me

独身　　´m@ `tCõ ,w@

学者　　´ji ,i `Hdzõ n@

こじき　 l
˚
Ã mõ `Hdý@

泥棒　　`hkW HmÕ
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病人　　ˆnaP pO

仇　　　`Hãu wO

皇帝　　`hpã

友人　　ˆro Hwo

教師　　ˆgeHgã

靴屋　　´dýÃ xÃ HdýW:

石屋　　´ge: tshE: n@

肉屋　　`hùwo n@

四肢障がい者　 Hgõ tChwe

盲人　　ˆmej khu

聾唖者　`HnaNã

禿げの人　´Ng2 mã

あばたのある人　´ïãÃ tshE:

猫背の人　ˆhk2 Hgu

ばか者　`Hlã mbO

狂人　　´Hbo: ma

口のきけない人　 khO: ãO: m@ ´őiP n@

主人　　 ĳji no bO

客　　　´wrã:

知り合い　´púh@P m@

知らない人　´Nu ´m@ ùhe: m@

祖父　　ˆPa m̃ı

祖母　　ˆPa tsh@

父　　　´Pa hku

母　　　ˆPa Hma

両親　　`pha m̃A

息子　　´pW üW

息子の嫁　`Hna m̃O

娘　　　´pW mõ

娘婿　　`Hna m̃O

孫息子　´HdýW HdýW

兄　　　´me: bu

姉　　　 ùa ñı ´tCa ma

弟　　　´me: bu ´tChũ ma

妹　　　 ùa ñı ´tChũ ma

父の兄　´Pa hku ´tCa ma

父の兄の妻　´Pa hku ´tCa m@ khe ˆm@ ri

父の弟　ˆPa üõ

甥　　　´tsha wo

兄弟　　´ùa ni ´tChũ ma

姉妹　　´me me ´tChũ ma

母の兄弟　´Pa üõ

母の兄弟の妻　´Pa üõ hpe: ´m@ re:

義理の父　´Pa hku

親戚　　ˆőo wO

夫　　　ˆm@

妻　　　ˆm@ re:

未亡人　`Hn@ ma: ´n@P

双子　　`púho: ői ï̊úhW ma

私生児　´őe púhuP

孤児　　 pha mO mã: m@

家畜

家畜　　 HlÃ sW

牛　　　´pO

黄牛　　`HlÃ:

水牛　　 tChu Hlõ
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ヤク　　`HjaP

ゾ　　　ˆndzu

おす牛　`HlÃ je ba / `HlÃ:

めす牛　´pO

乳牛　　´pO

湿牛糞　´pahtCA:

角　　　ˆwo tCho

皮　　　 hpA: ba

毛　　　`hpW

尾　　　ˆdýe m̃O

馬　　　`htO

子馬　　 hti: ts@

おす馬　 hta phu

めす馬　`hta mũ

馬糞　　 hta htCAP

羊　　　´rO

綿羊　　ˆl0:

めす綿羊　ˆlAw mũ

山羊　　´ra Nga

子山羊　´re ze

子綿羊　´l0P gi

羊毛　　 hp@:

羊糞　　´ra htCAP

ぶた　　 phAP

めすぶた　 phA: mũ

おすぶた　 phA: phu

子ぶた　´phAP ge

ぶた糞　´phAP htCAP

犬　　　`tCh@

めす犬　 tCh@ mũ

猟犬　　 tCh@ phu ji ba

犬糞　　 tChi ´htCA:

猫　　　´ts@ lW

うさぎ　´r@ bõ

鶏　　　´ptsW:

おんどり　´ptsa phu

めんどり　´ptsa m̃u

とさか　`tha dýo

翼　　　´pA: pO

羽　　　´ptsahpW

鶏糞　　´ptCh0 htCe:

鴨　　　´NgA:

がちょう　´NgA:

鳩　　　 phuP roP

その他の動物

野獣　　 HzaHe: ˆhtÃ shW̃

虎　　　`htAP

龍　　　ˆïãW:

爪　　　´Hdahpe

猿　　　´Pa húwi:

象　　　 HlÃ mbu tChe

野牛　　`HjA: koP

豹　　　 HzeP

熊/パンダ　´tÃ:

いのしし　 phAP HgoP

鹿　　　`ùha HwO

黄羊　　´ra HgW
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キバノロ　 Hla HwO

野ロバ　 hta HgoP

かわうそ　ˆhs̃A

ねずみ　´tso wO

ねずみ糞　 pts@ htCeP

いたち　 pts@ gẽ

鳥　　　´ptChe: ba

鳥の巣　´ptChe: tshõ

鳥糞　　´ptChe tCAP

鷹　　　´úhAP HgW

はやぶさ　 hl
˚
jaP

ふくろう　´HuP bO

ツバメ　´tCa: ts@ `li tsı̃

すずめ　´ptCho bO

カササギ　 pha: dz@

からす　´ptsa: rw@

めじろ　´ptsa kW

鸚鵡　　´nẽ zuP

啄木鳥　´xhı̃ ndz@ dW

カッコウ　`khW hku

孔雀　　`ma dý0

亀　　　´wu pO / ´wu wO

蛇　　　ˆHãi:

蛙　　　ˆbE: bO

トカゲ　´Hbe: thAP

魚　　　ˆőÕ

虫　　　ˆmbW lW̃

カメムシ　´ïãA hùhi:

しらみ　`ùhejP

幼虫　　`sha m̃O

ハエ　　´Hãõ nAP

蚊　　　`mW Nã:

蜘蛛　　´úO roP

蜘蛛の糸　´úO the

ムカデ　´Hbe: ts@ ´lA:

ミミズ　´kA: d@ leP

アリ　　´úO ma tsheP

アリ塚　´úO: tshõ

ミツバチ　ˆúõ mO

とんぼ　`tCh@ mW nÃ

蝶　　　´ptsha: bW leP

蝸牛　　´mbW ´,o ,õ

植物

木　　　 ùhũ phũ

枝　　　 ùhı̃ lje

苗　　　 úhı̃ htõ

幹　　　 ùhı̃ n
˚

Õ

根　　　 htsahkõ

葉　　　ˆla mÕ

花　　　´mb@ doP

芯　　　´hta ,@ lo

柳　　　´ődýõ phu

柏　　　 tCa Fhũ

松　　　ˆtha lOw

松脂　　 ùhÕ ïãW

ポプラ　´hpõ Fhũ

茶の木　´tCa Fhũ
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竹　　　`̊őW mÕ

とげ　　`tsh@ mÕ

果物　　 ùhı̃ tho: / ùhı̃ tsho:

桃　　　ˆhkÃ mbW

梨　　　´l@

みかん　 hkÃ: ndz@

柿　　　 ùhı̃ tsho:

ぶどう　 ùhı̃ tsho:

胡桃　　`hta HgO

穀物　　ˆl2 thoP

食料　　ˆïãW ïãW

米　　　ˆïãwe:

種　　　`sha N8̃

小麦　　ˆïão

大麦　　ˆïão Hgã

青禾果　　`Ngo rW:

とうもろこし　`j0P me

綿　　　´pE:

野菜　　 xa rWP

大根　　´la buP

唐辛子　 xe: dýoP

たまねぎ　 htsowP

にんにく　´wo dwOP

白菜　　´gwo dze

ジャガイモ　´jÃ j0

食用種子　´pej bO

豆　　　`sha m̃O

大豆　　`sha m̃O

えんどう　 hta hshã

落花生　´xwa s̃e

草　　　 htsahpW

きのこ　´ùa mũ

ひまわり　´ői ma: hse:

米　　　ˆïãE:

食物

ごはん　ˆse:

粥　　　´ïãE: thoP

小麦粉　`ptshwiP

豆粉　　ˆshã ptshwiP

モモ　　 pha lW

麺　　　 p@ dA:

蒸しパン　`pha lwa

朝食　　´ùwA ze:

昼食　　´pa rw@

夕食　　`sha du:

ミルクティー　ˆùha dýO

肉　　　`ùhO

赤身　　`ùhO

油　　　´jO:

植物油　´ma nA:

脂肪油　ˆpA:

バター　ˆma:

ヨーグルト　ˆpA lwa

チーズ　 tCh2 hkÃ

牛乳の膜　 ùha htẽ

ツァンパ　 ,a buP `tshi

牛肉　　`HjAP ùhO

ソーセージ　 HdýW mÕ
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塩　　　`tshO

砂糖　　ˆhúõ:

氷砂糖　 ta ,A: Hãõ

酢　　　`htC0: tshu

花椒　　`HjW: mã

卵　　　ˆHgo m̃A

スープ　´dýW tsh@P

酒　　　 tChõ

湯　　　`tChW kh0:

茶　　　ˆtCO

タバコ　ˆhtso j̃E

薬　　　`m
˚

ã

麩　　　´hkã hkã

ぶたの餌　´pja zeP

馬の餌　 hta tChAP

鼻タバコ　 n
˚

Õ tCaP

豆粉麺　 fwı̃

衣料装飾

糸　　　`kW bO / ´dýa hkWP

布　　　ˆrE:

コート　ˆrE: / ´k@ rE:

衣服　　`ta phu

チュバ　´p2 ,oP

襟　　　´őã hkW

袖　　　 ph2 dW̃

ボタン　´ãO

ズボン　´ta mu

スカート　`n
˚

ã: ùh2̃

スカーフ　´pa re

帽子　　´ùo wO

ベルト　 hkA rAP

靴下　　´wa ts@

靴　　　´dýa: xÃ

ブーツ　`xÃ

起毛ジャケット　ˆwõ tCAP

ハンカチ　´laP ChoP

櫛　　　´sha mõ

カーテン　´tCe thje

珊瑚　　´ts@ rW

真珠　　´ts@ rW

象牙　　ˆpa shu

イヤリング　 Pa lu

ネックレス　´őa úhwı̃

指輪　　´ndzW dýã

ブレスレット　´lEP hú@

住居

枕　　　 N̊ẽ Hdýi

布団　　ˆHdã:

座布団　ˆpO thÃ

家　　　 tChõ

屋根　　´N̊khõ Ngu

宿屋　　´sha xhõ

土台　　´sha tCoP

キッチン　´sha xhõ
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階層建築　 kh@ d̃ı

階上　　 kh@ dı̃

階下　　 htse: üoP

牛小屋　´r@ HwO

ぶた小屋　´r@ HwO

馬小屋　´r@ HwO

羊小屋　´r@ HwO

鳥小屋　´ptsa xhõ

壁　　　´ke:

丸太　　`Hdũ mO

板　　　 hpÃ ndz@

柱　　　 ka wO

門　　　ˆHgu

閂　　　ˆHgu thajP

玄関　　´Hgo: m@ khajP

窓　　　´ka: khũ

階段　　´dýa kEP

ステップ　´da kEP

テント　´kW

庭　　　´mbja roP

トイレ　 htCAP dýowP

生活用具

もの　　´tCa hts@

テーブル　´se: hkAP shu

いす　　´dOw shO

ベッド　 úh@

箱　　　´HgÃ:

キャビネット　ˆdýa HgÃ

入れ物　 úh@ tshõ

石鹸　　´leP ba h̀úW shO

ガラス　ˆùhaj Hgu

鏡　　　ˆùhaj Hgu

箒　　　´ptsheP m
˚

ã

明かり　 sõ sõ

蝋燭　　´la

薪　　　`ùhẽj

石灰　　ˆHd2 ,2

火箸　　ˆmı̃:

ごみ　　 ptsheP la Hdýõ sh@

かまど　ˆdýa thOwP

鉄なべ　ˆs̃O:

フライパン　ˆs̃O:

蒸し器　´nli : htCÃ

ふた　　´lã Ngo

ナイフ　´ú@ dýı̃

柄杓　　´thjaw go

しゃもじ　 htCOP

木製椀　 ùhı̃ ph2

ボウル　 tha rW

皿　　　 tshaj htC@ shO

箸　　　´se: sO: s@

瓶　　　´ndõ r̃ı `hú@ shu

甕　　　ˆHza: mÕ

茶漉し　´tCu ru `tha: shO

魔法瓶　´tChW rOP

水がめ　ˆk@ zu:

三脚　　ˆődýa lu:
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ふいご　´mW dũ

吊りベルト　´tCa bO

お金　　 th@ tshẼ:

定規　　`tshu:

針　　　`khOw

錐　　　`htsa m̃O

釘　　　`pA dOw

はさみ　ˆts̃A taw

傘　　　 ùhoP HdWP

鎖　　　´Hda m̃ı

鍵　　　´Hda m̃ı

棒　　　´ba leP

めがね　´me: roP

船　　　´úW

電車　　´gaHãi

飛行機　 HnÃ rW

自転車　`htCAP htO

その他道具

斧　　　 hta ri

金槌　　ˆthaw wO

鋸　　　 ts@ ka ra

錐　　　´mbW HW

鍬　　　 ùh@ ji `xhow

鋤　　　`hka m̃O

皮の袋　´the Ha bO

まな板　ˆrẽ wO

ガソリン　ˆjO:

ディーゼル　ˆjO:

縄　　　´the bO

鎌　　　´s2 de:

織機　　 l
˚
ã mbOP dýo shO

包丁　　 hta r̃ı

銃　　　`ndA

弾　　　ˆndeHo

弓　　　ˆndO

矢　　　ˆndO

火薬　　´phA Ho

毒　　　ˆpA HW

機械　　´ő̊tChA ,uP

ノート　´ji ,i `ú@ shO

キルト　´kha lW

マットレス　ˆp@ gEj

文化教育

文字　　ˆji ,i

本　　　´ji ,i Hdzõ sha

紙　　　 ùho ,W

インク　´mo ùwi

学校　　´ji ,i Hdzõ shO

チベット文語　´p2P jiP

笑い話　´gaHluP `phuP sh@

歌　　　´la l
˚
a

民謡　　´úhÃ ko

踊り　　´púu ő̊tChÃ m@

太鼓　　 HNÕ

どら　　 ő̊tCha lÃ
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ベル　　`tChW tsh8P

竹笛　　`Hlaj

鈴　　　ˆú@ luP

ラッパ　´gaHdW̃

映画　　 n
˚tshe: mũ ˆődýo m@

神仏　　 l
˚
O

女神　　 l
˚
a mũ

鬼　　　`mãi:

女鬼　　´m2 mãi:

悪魔　　`fa mũ

仏陀　　 Hla mÕ

ラマ　　 Hla mÕ

活仏　　 Hla hpã

尼　　　´Pa ni h̀ka N@

焼香　　´hpeP

白塔　　´ő̊tChoP hta

火葬　　´mi na hto:

天葬　　´ptsa: ga ra ka

バター灯　´ő̊tChA mi

カタ　　´kha dAP

お経　　´ndanda

抽象物

中国　　´m@ Hdýi ke sha tChO

地位　　´m@ tCiP ke hshu:

優待　　´őe: m@

苦しみ　 hka: m@ la theP

間違い　´mi őe:

危険　　´púe: m@ la theP

吉祥　　´őe: m@ la theP

感謝　　´nÃ: dz@

裂け目　ˆgE:

影　　　´úEP hsiP

色　　　 xã mbu

性格　　`úu: lõ

力　　　`ùha mõ sh@

歯磨き粉　`shu húW shO

裸足　　 hkõ r
˚
ã

引き出し　 n
˚thã ma

国家　　´N@ tC@ ke `sha tChO

歩行　　´nÕ g@ ma

位置方角

方向　　ˆka: bO

東　　　´ői ma ù̀ha tshoP

西　　　´ői ma ´nOw tshoP

中間　　 htCiP xo

そば　　 ts@ HgoP

左　　　ˆji leP

右　　　´úõ leP ptsh@

前　　　`̊Nã na `̊Nã na sh@

後　　　ˆkow dýoP

外側　　ˆHdýoP ptsh@ / ptsh@̃
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内側　　´nÕ n@

頂上　　 Ngu

上側　　´k@ htı̃ ptsh@

下側　　´k@ üu: ptsh@

上　　　´ke

下　　　ˆùOwP

高いところ　 nõ

上のほう　 htı̃

ふもと　´üOwP

上へ　　ˆőa ra

下へ　　ˆm@ ma

上半身　´lW phu ptsha ke: ýWP

下半身　´lW phu ˆk@ üowP

端　　　´dýo: tshO

底　　　 sha xhOP

時間

時間　　`tChW tsh8P

今日　　´ta re

昨日　　´kha zõ

おととい　´N̊kha őẼ hkW

さきおととい　`̊Na őẼ hkW

明日　　´nÕ hka

あさって　`HnÕ őı̃

しあさって　 Hüe: őı̃

今晩　　ˆta mã

明日の晩　´nÕ hka `r@ mã

昨日の晩　´kha zõ mã

昼間　　´őẼ hkW

朝　　　ˆr
˚
oP tChi

正午　　ˆndza rw@

夜　　　`n˚tshã ïãe: / `n˚tshã n@

夜中　　 shã ptsh@

真夜中　 n
˚tshã ptsh@

ね　　　ˆtsoHwO

うし　　 Hlõ lu

とら　　 htAP

う　　　´r@ mõ

たつ　　´ïã2 wu

み　　　´Hãi:

うま　　`htO

ひつじ　´rO

さる　　´Pa húwi

とり　　´ptsO

いぬ　　´Pa tCh@

い　　 phAP

1日　　´tshe dýeP

2日　　´tshe őũ

午前　　´ndza la rwa

午後　　´ndza la dýoP

誕生日　 ï̊úhW m@ ke ˆtChW tsh8P

今年　　´tsa tCe

去年　　 shõ m
˚ph2

おとどし　 Hna ñı

来年　　 shõ ph2

再来年　 Hüi: ph2

以前　　´̊Na ri

今　　　´ta du:

未来　　´kow tCo
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はじめ　´Pa do:

月曜日　`htCeP

火曜日　`Hőũ

春　　　`Hja: khOP

夏　　　´Hga: xhOP

秋　　　´Hgã xhOP

冬　　　´HgW̃ r@

新年　　´lo sha:

冬至　　 Hgãn
˚tshõ

夏至　　 Hja: n
˚tshõ

日食　　´ői mÕ ndza:

月食　　´ndaőı̃ ndza:

数字

一　　　`htCeP

二　　　 Hőũ

三　　　 hs̃O

四　　　´Hü@

五　　　 HNÕ

六　　　 úOwP

七　　　´Hdã:

八　　　´HdýaP

九　　　 HgW

十　　　 htCu

十一　　 htCuw ýiP

十二　　 htCu: őũ

十三　　 htCW: hsõ

十四　　 htCi: Hü@

十五　　 htCO HNO

十六　　`htC@ ãOwP

十七　　 htCi Hdã:

十八　　 htCOw dýaP

十九　　 htCi HgW

二十　　ˆő@ ùhW

二十一　´ő@ ùhW htsa: ýejP

二十八　´ő@ ùhW htsa: HdýaP

三十　　 sh2̃ tCu

三十二　 sh2̃ tCu ˆsho: őũ

三十八　 sh2̃ tCu ´sho: HdýaP

四十　　´Hü@ htCu

四十三　´Hü@ htCu ´ùe: hsõ

五十　　 HNa htCu

五十四　 HNa htCu HNO: Hü@

六十　　´úWw ýW

六十五　´úWw ýW ˆre: HNO

七十　　 Hdã: ýW

七十六　 Hdã: ýW ´tã ãOwP

八十　　´Hdýa: ýW

八十七　´Hdýa: ýW ´tCaw dã

九十　　 HgW dýW

九十八　 HgW dýW ´ko: HdýaP

九十九　 HgW dýW ´ko: HgW

百　　　 HdýO

百一　　`HdýO: n@ ´d2 tCiP

百八　　`HdýO: n@ dýaP

八百八十　´dýaP HdýO: no ´Hdýa: ýW
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千　　　 htõ htCeP

万　　　 úh@ htCeP

十万　　 htCu zo: htCeP

百万　　 htCu zo: HdýO

一億　　´mbÕ htCeP

半分　　 ptsh@ hke

第 1　　´nÕ N̊ã ndi

第 2　　´ko Hdýo di

数量詞

1人　　´m@ ´ýe: bO

1碗　　 ph2 rW ˆd@ ýi

1ページ　 ùho ,o ˆd@ ýi

1本の草　 htsahpW ˆd@ ýi

1粒の米　 ïãE: ˆd@ ýi

1つかみの野菜　´tshaj hpa: ´gõ

2つかみの米　 ïãE: hpa ro Hő@

1杯　　´tCo: dýo: ˆd@ ýi

1桶の水　 tChW ´shO gõ

1碗のごはん　 ïãE: ph2 ´gõ

1つかみの土　´ùẽ ˆd@ ýi

1時間　`tChW hsh8P ˆd@ ýi

1輪の花　´m@ do: ˆd@ ýi

1文　　´tÕ tshej htCeP

1そろいの靴　´thẽ x̃A ˆd@ ýi

1群れの羊　´rO ´kA ,õ

1区画の道路　´lÃ toP ˆm@ ý@

1日の旅程　´őa: ´rẽ NgahtCeP

片方の靴　´dýA: xÃ ˆd@ ýi

1巻きの紙　 ùho ,u ´Hã@ leP ˆd@ ýi

1口の食事　ˆseHőo: ˆH@ za

1袋　　´dýi: bi ˆd@ ýi

1つの部屋　´tChÃ ˆd@ ýi

1包み　´dýi: be

1瓶の酒　 tChõ `ùhe: dÃ ´kõ

1つの泥　 shO hpa ´Hgo

1斤　　ˆdýa m̃O

2両　　`hsõ du

1元　　´ú@ `htCiP

1角　　 tõ `htCiP

1日　　´őã ýeP

1夜　　´őã ýeP

1か月　´Hda ýiP

1年　　´l2 ýi:

1歳　　´l2 ýi:

一生　　´m@ tshi: ý@P

1歩　　´H@ ´kÃ Ngõ

1度　　 xo tCeP

1声あげる　 htsAP htCẽ ba

1回打つ　´d@ ýi hl
˚
ã

1噛みする　 khÃ ,õ ´ïãaP

いくらか　´tO ýiP

いくつか　 kha ãõ ý@P

毎日　　´őı̃ tCi ka

毎晩　　´nÕ: m@ m@
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代名詞

私　　　´NO

私たち 2人　´Na ői ő@

私たち　´m@ ýÃ ´rÕ kW

あなた　 tChOP

あなたたち 2人　´Hwa ői ő@

あなたたち　´tChi ýã

彼（彼女）　´ti:

彼ら 2人　´ti: ői ő@

彼ら　　´ti: ői ő@

我々　　 HlÕ kW

自分　　´HÕ reP

他の人　ˆHüÃ

これ　　`Pa lõ

これら　 n@ lõ ´n@ kW

ここ　　`Pa lõ

この 2つ　`Pa lõ ´m@ Ngu ő̀@

あれ（近）　`Pa dýo:

あれら　 Pa dýo ´lÃ kW

あそこ　´Pa dýo

あの辺　´Pa dýo

誰　　　`shW

何　　　 tC@

どこ　　´ke: p@

どれくらい　´őõ őõ ý@P

すべて　´ji : tChi

いつか　ˆjAw bjAw

形容詞

大きい　´tCha: m@

小さい　 tChũ n@

太い　　´Hbõ m@

細い　　´púho: m@

高い　　 n
˚thu: m@

低い　　 sa: wO

長い　　´rı̃ m@

短い　　 thũ N@

遠い　　´tA: m@

近い　　ˆmahtCãP

中間の　´tA: kOP

幅広い　´rı̃ m@

狭い　　 thũ m@

厚い　　 n
˚thOw m@

薄い　　 ùhow m@

深い　　´so: m@

浅い　　´mi zo: m@

満ちた　´kõ m@

空の　　 htõ mbo

少ない　 to: ýe

丸い　　´hk2 hko:

平たい　 hsOP hsOP

尖った　 Hnu Hnu

禿げた　ˆNgwa ma

水平の　´phı̃ phı̃

歪んだ　´Hdýe: m@

横の　　 hsOP hsOP

縦の　　´koP ko:

まっすぐな　 ùã ùã

曲がった　´ko ,o
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黒い　　´nA: bu

真っ黒の　´nÃ: bu ´nAP

白い　　 hkaP pu

赤い　　´HmaP pu

真っ赤の　´HmaP pu ma: shi shi

黄色い　´shaP pu

真っ黄色の　´shaP sha `z@ ú@̃

緑の　　 N̊ã d0

青い　　 N̊ã d0

真っ青の　`̊Nã shW shW

灰色の　 thjeP hka: r@

明るい　 shõ shõ

まぶしい　`shõ zW zW

ゆっくりの　´tho: m@ n@ the

早い　　´ődýo: m@ na

遅い　　 ptsh@ m@ na

太った　 tshu: m@ `na the

肥えた　 tshu:

やせた　´Hgo: m@ `na tha:

乾いた　 hkÃ m@ the:

湿った　´dA: d@ za: r@ `ma the

きつい　´tÃ tÃ

ゆるい　 l
˚
aP l

˚
aP

めちゃくちゃの　´gwaHe ődýo He

正しい　´őe: m@

誤った　 n
˚thu: Na

真の　　´őe: m@

にせの　´tCa di

新しい　 hsahpu

古い　　 Hői: bO

よい　　´őe:

悪い　　 n
˚thu:

高い　　´kũ ´tCa: ma

安い　　´kũ ´tChẽ mu

若い　　´na shu tChu: m@

美しい　´ndze: m@

醜い　　´m@ ndze: m@

熱い　　 tsha: m@

寒い　　 n
˚thje: m@

涼しい　ˆtu: mi úu:

難しい　 hkO:

簡単な　 l
˚
O / ´m@ hkw@

芳しい　´ùÃ mbo `thı̃ tshũ n@

くさい　´Haj nõmbo `thı̃ tshũ n@

おいしい　´ùÃ mbo `thı̃ tshũ n@

酸っぱい　 htCW Hlõ thı̃ s@

甘い　　´HNA: m@

にがい　´khA: m@

辛い　　´zO: m@

塩辛い　 khA: m@ / `tshO tC@ s@

淡白な　 tshO ´m@ ndz@ d@

忙しい　 kA: / ´bAP gW

裕福な　 tshAw wu

貧しい　´pi:

清潔な　 htsõ m@

汚い　　´m@ mÃ:

生きている　 hs̃A mbu

おいしい　´ùÃ

聞きよい　´őe: m@ j ı̃

見よい　´ndze:
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つらい　 hkw@ ma

急ぎの　´bAP gW

賢い　´HgO

愚かな　´n@ Pa: m@

正直な　´Hle:

ずる賢い　´HgO

厳しい　´őe:

まじめな　´Hzi: / ´Hzi: n
˚

Õ

怠惰な　´le: Ngu ´mi n
˚

ã

行儀のよい　ˆko: őe: m@

かわいそうな　´̊őẽ xA `mo: ro:

うれしい　´őÃ z@

幸せな　 htC@ z@

平和な　´HdeHde ´ődýõ ődýõ n@

嫌な　　 n
˚thO:

動詞

愛する　 HgO:

好きだ　 HgO:

淹れる　 hku:

抜く　　`phuP

壊して開ける　ˆtshEj

拝む　　`tshEaP n
˚tshe / h́tCõ dýe:

引っ越す　 hpu

移動させる　 thaj

結ぶ　　´gje: m@

包む　　ˆtÃ

満腹になる　 hta wO ´ïãõ

むく　　 pkwoP

はぐ　　 hkw@

暗唱する　 nda / `n@ Hlã

閉ざす　 ptsõ

編む（お下げを）　´ùa / l
˚
a

編む（かごを）　`n˚the: m@

病気である　´nA:

繕う　　 l
˚
ã mbO `Hdý@P

補修する　 l
˚
ã mbO `Hdý@P

拭く　　`n˚tsh@

隠す　　`HbÕ

掻く　　´ïãa:

はさみ込む　´tCAw HdýoP

縫い目を解く　`htCejP

破壊する　`htCejP

撒く　　`htAw

歌う　　´lã

騒ぎたてる　´hts8:

炒める　 Nu:

傘を開く　`khaw

盛る　　ˆjiP htC@

食べる　´sO:

ほとばしる　ˆhùe:

タバコを吸う　´n˚tsho jã n
˚thõ

出る　　´ka tChõ ´Ngo

取り出す　 sho di ´n˚tsha

日が昇る　´ői mO ùha:

出てくる　´Ng2 dýo:

掘り起こす　`phuP

着る　　ˆtCã
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履く　　ˆtCı̃

穴に通す　ˆHdýẼ

伝染する　´nÕ Ng0j

吹く　　ˆm@ mã

吹き飛ばす　´mbW dW̃

打つ　　´dW̃

刺し傷が痛む　´ndz@: m@

ぶつ　　´őe Hbe `dýoP

撃つ　　 ndA: `dýOwP

けんかする　´ndzembe `HdýOwP

引いてくる　`HdýOwP

薪拾いをする　ˆsi: m@

賭ける　`HnÃ htCW

居眠りする　 Hm8P Hdýũ

あくびする　´kÃ mbO ˆp8̃

しゃっくりする　´xA xwo: m@

開ける　 ptshe: m@

持ち歩く　´nÃ Ng2

戦争に行く　´mendzi: `Hdý@P g@̃

結び目を作る　´ndWP pO `HdýOwP

くしゃみする　 ptCh0

世話をする　`úh@P

導く　　´lÃ tChõ ´Ngo

かぶる（帽子を）　ˆdýẼ

かぶる（布を）　`HdýOwP

点火する　´mı̃ mbu m@

燃える　´mı̃ mbu m@

灯す　　´mı̃ mba:

落ちる　 tsõ le: `HdýOwP m@

釣る　　`dý@P m@

転ぶ　　 kha l
˚
a `k@: m@

叩き入れる　`HdýOwP m@

読む　　`dna: m@

ふさぐ　ˆNgo m@

切れる　`tChaP m@

飢える　 htoP Hwo `húeP

熱がある　 tsha rO `dý@P

翻す　　 ptsha Hdýi ˆm
˚pha HdýiP

振り返る　`ptsha Hdý@P ´m˚pha Hdý@P

反対する　`ptshaHdý@P m@ / `m˚phaHdý@P m@

飛ぶ　　 m
˚pha: m@

分かち合う　`wgu m@

分家する　`wgu r@

手を置く　´ú@ m2 ődýo:

乾く　　 hkÃ

働く　´lE hkw@ m@

風邪を引く　´P@ tChã shOP

切り分ける　`htCaP m@

切断する　`htCaP m@

切ってしまう　´őe hts@ `htõ m@

刈る　　`htCaP m@

与える　´ht2: m@

いっぱいである　`tCho: r@

閉める　`bã HdÃ

囲い込む　 htsu:

灌漑する　ˆbahtAw

年越しする　´lo hsha: nO:

渡る　　´Ngo lO:

経る　　´n@

恥ずかしがる　´ptshwe: bO

怖がる　 húA:
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呼ぶ　　 mb2P

飲む　　´ph2 n
˚thõ

こぐ　　´úW ´Ngo

身ごもる　´púhW ,i bO: m@

払い戻す　 FaP hpa:

返却する　 Hja: z@ l@ ´r@ hpa: tha:

答える　´rã Ngo ùha htCaP ´be:

搾り出す　´ph2 htsA:

搾る　　 üu:

送る　　`kha s̃u

締めつける　´ph2 Hga:

はさむ　 ba r@ ´lõ

選び出す　 ba lõ

はさみで切る　`hts̃A tAw

水を引く　`htõ m@

こげる　´b@ lA:

鳥が鳴く　´ptsO ´úe:

猫が鳴く　´ts@ lO ´tCÃ

馬が鳴く　 htO ´tCÃ

牛が鳴く　´pO ´tCÃ

犬がほえる　 tCh@ `HdýÃ

ぶたが鳴く　 phAP `HdýÃ

羊が鳴く　´ra ,@ ´tCÃ

トラがほえる　 htAP ,@ ´tCÃ

狼がほえる　´Hzi: ,@ ´tCÃ

剥く　　´l
˚
@ hkwO

結氷する　´tChAP rõ ´N̊khe:

お金を借りる　ˆts@ tsha tsha Hja:

ものを借りる　´tCa bu tsha Hja:

入る　　´Ngo

過ぎる　 ptsh@ Ngo ´b@ Ngo be

挙げる　´ph2 phuP

のこぎりで切る　´ph2 hú@

開ける　 baptshe

沸く　　´N̊khu:

開く　　´ndzõ gE

運転する　 ph2 khaj

始める　´shõ s@

切り倒す　´baHdýe:

切る　　 htCaP

見る　　´phã HdýAw:

見える　 n
˚tsha

医者に見せる　 ődýO:

暖める　 mba:

ぬかずく　 Ngu ph2 HgW

咳をする　 shO ´lO:

刻む　　 khaw hko

賛成する　 khW ˆph2 zW:

ボタンをかける　´HãoP ba `HdýOP

泣く　　´Pa b@ ´NW

引く　　 ph2 n
˚thã

辛い　　´xe zo khO:

来る　　´ptsh@ ùhoP

年をとる　´Hgã

疲れる　`hkw@

乾かす　´de su

おしゃべりする　 hùwaP tCha

耳が聞こえない　 HnaNẼ ´lo

漏らす　´se: l
˚
AP

乱す　　´lwã ´la:
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日が沈む　´ői mO ´lO:

叱る　　´de: lO:

買う　　´ő2̃ Ng2

売る　　 htsõNg2

満ちる　´kõ lA:

ない　　´ma: lA:

燃え尽きる　´b2 Hgũ:

さえずる　´úÃ

研ぐ　　 ph2 Hda:

粉をひく　 ph2 tshAw

絞る　　 htCAw la:

這う　　 húe:

山に登る　´la xhõ ´Ngo

木に登る　 ùhı̃ Fhũ húA:

走る　　´b@ HdýAwP ãA:

茶を入れる　 ph2 HdAw

木を切る　 ùhı̃ `htCaP

ほとばしる　 Hdýa

破れる　´úE:

傷つく　`hùej m@

壊れる　`htCa: m@

敷く　　´mbã ´b@ Hde:

だます　 m
˚phẽ `Hdý@P

レンガで造る　 htaw h̀tCaP

乗る　　`htCO

起きる　´ja lõ

牽引する　 ï̊úh@P ´lõ

負う　　 xa r̃A ´gaüo:

略奪する　´ï̊úhõ

叩く　　 shu ji Hdýo

振り上げる　 htCeP

詮索する　 hùaj

切り刻む　 húẽ

取る　　ˆlõ

娶る　　´nÃ ùA: úho:

行く　　 shõ

治癒する　 hte:

温める　 tsha mbu

もむ　　`Hői m@

撒く　　`HdýOwP

小便する　 htCẽ htõ

掃く　　´ptsheP ptsheP

殺す　　 hsoP

日にさらす　`Hde: ü@

日向ぼっこする　´ői mO ph2 nde:

傷つける　´nÃ ´hte:

上がる　 ka t̃ı ïã@

成長する　´le: ïãoP

産む　　`ï̊úhW

腹を立てる　`úuP lOw

昇る　　 thuP

である　´jı̃ n
˚

Õ

収穫する　´úu tCa: ´ruP

髪をとく　 húA: ùhaP

調理される　´n˚tshe:

やせる　´hkO:

ゆすぐ　 húW

眠る　　´ph2 HgE:

寝つく　`me baHdý@P

話す　　´hùwaP tCha bE:
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裂く　　 hú@

錠をする　`b2 HdýOwP

横になる　´ptshe: baptshi

逃げる　 HdýO: ´nõ Ng2

着る　　ˆdýã

頭痛がする　 Ngu ´nA:

蹴る　　´Hdo: n
˚thW n

˚
a:

剃る　　´ma:

夜が明ける　 HnÃ ´shõ la

暗くなる　´mÃ ´hts@ la

なめる　 HdeP

踊る　　´púu ő̊tChÃ

聞く　　´őẽ

盗む　　`hkW

吐く　　 htCaw

押す　　 htA:

引きずる　 n
˚thã

掘る　　 Hlo:

遊ぶ　　´wo tCha:

忘れる　´wüA Hüo:

餌をやる　´se: sa

尋ねる　´ú@

握る　　´ődýo re:

ふさぐ　´ko:

洗う　　 húW

好む　　´HgwO

下りる　´Ng2

産む　　 ï̊úhW

卵を産む　´mÃ htÃ

雨が降る　`buP

思う　　 hs̃A n@ ˆb2 htÃ

消化する　´se: `xhõ NwaP n
˚

a

気をつける　´te dz8 ´bE

笑う　　´Hg2:

書く　　´p@ Hã@

下痢する　´hto wO hùE:

目覚める　ˆmaj ,@ ´shaP

恥ずかしがる　ˆúEP dýi ma

刺繍する　 htse:

学ぶ　　´Hdzõ

育てる　 hsu

揺する　 hsiP

噛む　　´ïãA:

掬う　　 htCW

必要である　´g8:

引き入れる　´lÃ ï̊úhũ

抱擁する　´lA Hgo `dzaj

泳ぐ　　 tChW htCe:

持っている　´jA:

いる（人が）　´jÃ:

存在する　´mbe

出会う　´nÃ / ´ndÃ

めまいがする　 Ngu ´lÃ g@ `jiP kh@w

栽培する　`tso,@

いる（中に）　´H@ zW:

刺す　　 ndzWP

刺しこむ　`HgawP

瞬きする　 n
˚the:

摘む　　 htsOw / tCaP

立つ　　´p@ lõ

引っ張って開く　`HãÃ

大きくなる　´tCA: zW
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かさが増す　´ýa:

腹が張る　´Hbo:

火をつける　´me mbe

風邪を引く　`ő̊tCheP shõ

探し出す　 úhAP zW

刺す　　 hkeP n
˚tshõ úhAP

蒸す　　´hshe:

知っている　 ùhe:

種をまく　`htso m@

煮る　　`ptsu

ひっつかむ　´lE: ão: zW

角を曲がる　´Hdýõ hko hko zW

詰める　´nõ htoP

ついばむ　ˆsO m@

行く　　´Ng2 zW

呪う　　`HlÃP

中に入る　´lõ

酔う　　´ýe z@

座る　　´Hd2wP

する　　 wzW

夢を見る　 m@ lÃ `Hmı̃

商売する　 tshuP ˆdýõ Ng@

連れる　´rO ´ődýo Ng@ / ´rO `htCOw

その他の品詞類

ほとんど　´jA: mõ htC@ z@

もちろん　´őe őe

たった今　´dA: zi

そして　´nÕ

今すぐ　´paHdo:

一緒に　´úhÃ: dW / ´lÃ HgW

それから　´thã dW

最後に　´ko Hdýo

突然　　`HdýAP xO / ´Pa do Ṕa do
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